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・ 10日に発表された英国の1-3月期実質ＧＤＰ成長率は前期比＋0.5％、同年率＋2.0％と、昨年10-12月

期（同＋0.2％、同年率＋0.9％）から再加速。輸出低迷と輸入急増による外需の大幅なマイナス寄与

（前期：同▲0.2％ポイント→今期：同▲2.1％ポイント）を、個人消費（同＋0.3％→同＋0.6％）と

政府投資（同＋0.5％→同＋8.1％）の増勢加速、設備投資（同▲0.9％→同＋0.5％）の５四半期振り

プラス転換、政府消費の高い伸び（同＋1.3％→同＋1.4％）、在庫投資の大幅なプラス寄与が相殺。

これは３月末の英ＥＵ離脱協議期限（当時、現在は10月末に再延期）を控え、合意なき離脱に備えた

個人や企業の在庫積み増しと政府の準備対応が成長率の押し上げに働いたため。 

・ ブレグジット対応の一巡により、4-6月期の成長率は反動が予想される。ただ、1-3月期の成長率を押

し下げた輸入急増も合意なき離脱に備えた在庫積み増しを反映したものとみられ、この点は逆に成長

の下支え要因になりそうだ。４月のＰＭＩは、製造業（前月：55.1→53.1）の改善モメンタムが鈍化

した一方で、サービス業（48.9→50.4）と建設業（49.7→50.5）の業況判断が揃って好不況の分岐点

である50を回復し、全体（総合ＰＭＩ）では50.9と1-3月期平均（50.6）からやや持ち直した。ブレグ

ジット関連の在庫積み増しが1-3月期の製造業の業況を嵩上げした面もあるが、良好な雇用・所得環境

など景気を下支えする要因は崩れていない。 
■英国：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■英国：実質GDP成長率（前期比年率、％）

出所：英統計局 出所：IHS Markit
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■英国ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質

ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需
個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入

投資

17/1-3月期 4.9 1.7 (2.6) 2.8 ▲ 2.5 4.1 (▲ 1.8) (▲ 0.8) 0.6 3.5

17/4-6月期 1.5 1.0 (0.7) 1.5 2.0 7.8 (▲ 10.6) (0.3) 5.1 3.7

17/7-9月期 4.3 2.1 (0.5) 1.8 0.4 1.1 (▲ 2.9) (1.6) 7.9 2.2

17/10-12月期 4.1 1.6 (0.8) 1.3 0.1 2.6 (▲ 3.2) (0.8) 0.4 ▲ 2.2

18/1-3月期 2.7 0.2 (1.1) 1.9 0.7 ▲ 3.1 (1.6) (▲ 0.8) ▲ 5.1 ▲ 2.3

18/4-6月期 2.7 1.6 (3.2) 2.0 ▲ 1.6 ▲ 2.2 (5.0) (▲ 1.6) ▲ 3.8 1.6
18/7-9月期 4.7 2.8 (2.7) 1.4 ▲ 0.3 3.5 (▲ 2.0) (0.1) 3.5 2.9

18/10-12月期 2.7 0.9 (1.5) 1.1 5.3 ▲ 2.5 (▲ 2.3) (▲ 0.6) 6.6 8.6

19/1-3月期 3.9 2.0 (10.0) 2.5 5.7 8.6 (▲ 6.7) (▲ 8.0) 0.2 30.2

出所：英統計局  


